
1 白山検定通常コース

－ 2－第４回白山検定－通常－

（７）白山の溶
よう

岩
がん

流
りゅう

は主に（　　　）質の溶岩である。

 ①　玄
げん

武
ぶ

岩
がん

 ②　安
あん

山
ざん

岩
がん

 ③　橄
かん

欖
らん

岩
がん

 ④　 流
りゅう

紋
もん

岩
がん

（８）平安時代に開かれたとされる白山山頂への登
と

拝
はい

道
どう

は、加
か

賀
が

、越
えち

前
ぜん

、美
み

濃
の

の三方からあり、

（　　　）と呼ばれている。

 ①　修
しゅ

行
ぎょう

道
どう

 ②　念
ねん

仏
ぶつ

道
どう

 ③　禅
ぜん

定
じょう

道
どう

 ④　修
しゅ

験
げん

道
どう

（９）白山は活
かつ

火
か

山
ざん

であり、 常
じょう

時
じ

観
かん

測
そく

がなされている。白山の火山活動を観測している国の機関

は（　　　）である。

 ①　防
ぼう

衛
えい

省
しょう

 ②　内
ない

閣
かく

府
ふ

 ③　気
き

象
しょう

庁
ちょう

 ④　 消
しょう

防
ぼう

庁
ちょう

（10）白山山頂付近の高山植物のうち、残
ざん

雪
せつ

周辺に成立する雪
せつ

田
でん

植
しょく

生
せい

の代表的な種
しゅ

の一つとして

（　　　）がある。

 ①　イワツメクサ ②　ガンコウラン ③　ハクサンコザクラ ④　イワヒゲ

（11）石川県の県
けん

鳥
ちょう

イヌワシは、白山地域の深い谷をなわばりとして繁殖しており、主な餌
えさ

はノウ

サギやヤマドリのほか、（　　　）が多いことがわかっている。

 ①　カモシカの幼
よう

獣
じゅう

  ②　カケスなどの 中
ちゅう

～小
こ

型
がた

鳥
ちょう

類
るい

 ③　アオダイショウなどのヘビ類
るい

 ④　イワナ

（12）千
せん

蛇
じゃ

ケ
が

池
いけ

雪
せっ

渓
けい

のように、夏になっても解けずに長い間存在している雪のことを一般に

（　　　）と呼ぶ。

 ①　 十
じゅう

年
ねん

雪
ゆき

 ②　 百
ひゃく

年
ねん

雪
ゆき

 ③　千
せん

年
ねん

雪
ゆき

 ④　万
まん

年
ねん

雪
ゆき

－ 1－ 第４回白山検定－通常－

【１】霊峰白山や白山市の自然に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切な語

句を選びなさい。

（１）恐竜の化石が発掘される手
て

取
とり

層
そう

群
ぐん

の地層の年代は（　　　）である。

 ①　新
しん

生
せい

代
だい

 ②　 中
ちゅう

生
せい

代
だい

 ③　古
こ

生
せい

代
だい

 ④　先
せん

カンブリア代
だい

（２）現在の白山山頂部を形成している新
しん

白
はく

山
さん

火
か

山
ざん

は、（　　　）年前から活動していたと考えられ

ている。

 ①　約
やく

１億
おく

 ②　２～３千
ぜん

万
まん

 ③　３～４万
まん

 ④　４～５ 百
ひゃく

（３）白山山頂周辺は、日本の高
こう

山
ざん

帯
たい

の（　　　）に位置している。

 ①　最
さい

東
とう

端
たん

 ②　最
さい

西
せい

端
たん

 ③　最
さい

南
なん

端
たん

 ④　最
さい

北
ほく

端
たん

（４）古くから白山の三つの峰には神仏がまつられ三
さん

所
じょ

権
ごん

現
げん

とも 称
しょう

されたが、その三
さん

峰
ぽう

とは御
ご

前
ぜんが

峰
みね

、大
おお

汝
なんじ

峰
みね

、（　　　）である。

 ①　剣
けん

ヶ
が

峰
みね

 ②　別
べっ

山
さん

 ③　白
はく

山
さん

釈
しゃ

迦
か

岳
だけ

 ④　三
さん

ノ
の

峰
みね

（５）手
て

取
とり

層
そう

群
ぐん

の中に見られ、「ちゃわん石
いし

」とも言われるオーソコーツァイトは日本語で（　　　）

と呼ばれる。

 ①　大
だい

理
り

石
せき

 ②　斜
しゃ

方
ほう

輝
き

石
せき

 ③　月
げっ

長
ちょう

石
せき

 ④　正
せい

珪
けい

石
せき

（６）桑
くわ

島
じま

化
か

石
せき

壁
かべ

から発見された恐竜化石で、最初に学名が与えられた「アルバロフォサウルス・

ヤマグチオロウム」の「アルバロフォサウルス」は（　　　）という意味である。

 ①　桑
くわ

島
じま

の 竜
りゅう

 ②　白
しろ

い山
やま

の 竜
りゅう

 ③　手
て

取
どり

の 竜
りゅう

 ④　石
いし

の川
かわ

の 竜
りゅう

第４回 白山検定 通常コース 正答表



2 白山検定通常コース

－ 4－第４回白山検定－通常－

（20）津幡から金沢を通り白山市鶴来に達している森
もり

本
もと

・富
と

樫
がし

断
だん

層
そう

が活動する（地震を起こす）と、

マグニチュード（　　　）に達すると想定されている。

 ①　５ ②　６ ③　７ ④　８

【２】白山市の歴史に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切な語句を選びな

さい。

（21）白山は、越
えち

前
ぜん

の僧
そう

（　　　）によって 717（養
よう

老
ろう

元
がん

）年に開かれたとされる。

 ①　泰
たい

澄
ちょう

 ②　最
さい

澄
ちょう

 ③　空
くう

海
かい

 ④　 役
えんの

小
お

角
つぬ

（22）八幡町の舟
ふな

岡
おか

山
やま

遺跡から（　　　）時代中期の竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

や石囲い炉
ろ

が発掘され、石川県の戦

後考
こう

古
こ

学
がく

の出発点となった。

 ①　 旧
きゅう

石
せっ

器
き

 ②　 縄
じょう

文
もん

 ③　弥
や

生
よい

 ④　古
こ

墳
ふん

（23）1960（ 昭
しょう

和
わ

35）年に白
しら

山
やま

町
まち

上
うえ

野
の

遺
い

跡
せき

で出土した把
とっ

手
て

付
つき

壺
つぼ

は、 縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

に作られた土器で、

北陸地方では類
るい

例
れい

がなく（　　　）の有形文化財に指定されている。

 ①　国
くに

　 ②　石
いし

川
かわ

県
けん

　 ③　白
はく

山
さん

市
し

　 ④　ユネスコ

（24）前
まえ

田
だ

利
とし

家
いえ

の重臣 高
たか

畠
ばたけ

定
さだ

吉
よし

が守
しゅ

将
しょう

を務めたといわれる八幡町の舟
ふな

岡
おか

山
やま

城
じょう

跡
あと

は、（　　　）

指定の史跡である。

 ①　国
くに

 ②　石
いし

川
かわ

県
けん

 ③　白
はく

山
さん

市
し

 ④　ユネスコ

（25）高
たか

畠
ばたけ

定
さだ

吉
よし

の子孫は、代々前
まえ

田
だ

家
け

に仕え、金沢城下での屋敷地付近には、現在、（　　　）が建っ

ている。

 ①　 旧
きゅう

石
いし

川
かわ

県
けん

庁
ちょう

（しいのき迎
げい

賓
ひん

館
かん

） ②　金
かな

沢
ざわ

市
し

役
やく

所
しょ

 ③　日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

金
かな

沢
ざわ

支
し

店
てん

  ④　石
いし

川
かわ

県
けん

文
ぶん

教
きょう

会
かい

館
かん

－ 3－ 第４回白山検定－通常－

（13）手取川は、山間部から平野部に出る鶴来から扇
せん

状
じょう

地
ち

を形成している。鶴来が位置する扇状地

の 上
じょう

流
りゅう

端
たん

部
ぶ

を（　　　）と呼んでいる。

 ①　扇
せん

頂
ちょう

 ②　扇
せん

上
じょう

 ③　扇
せん

端
たん

 ④　扇
せん

先
せん

（14）2015（平
へい

成
せい

27）年に、手取川支流の中
なか

ノ
の

川
がわ

上流で発生した大規模な地すべり性崩
ほう

壊
かい

により、

手取川本流では（　　　）が大きな問題となった。

 ①　氾
はん

濫
らん

 ②　渇
かっ

水
すい

 ③　濁
だく

水
すい

 ④　倒
とう

木
ぼく

堆
たい

積
せき

（15）手取川の支流のうち、（　　　）は白山の北面一帯を源
げん

流
りゅう

域
いき

とし、 濁
にごり

澄
すみ

橋
ばし

付近で本流に合

流する。

 ①　尾
お

添
ぞう

川
がわ

 ②　瀬
せ

波
なみ

川
がわ

 ③　直
の

海
み

谷
だに

川
がわ

 ④　大
だい

日
にち

川
がわ

（16）かつては「 幻
まぼろし

の動物」とも言われていた（　　　）は、1955（ 昭
しょう

和
わ

30）年に国の特
とく

別
べつ

天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指定されてから個
こ

体
たい

数
すう

が増加した。

 ①　ニホンザル ②　ニホンカモシカ ③　ツキノワグマ ④　ニホンジカ

（17）白山では絶
ぜつ

滅
めつ

したとされていた（　　　）が 2009（平
へい

成
せい

21）年に発見され、環境省などによ

り数年間は生息が確認されていた。

 ①　ライチョウ ②　イワヒバリ ③　イノシシ ④　オコジョ

（18）白山の高
こう

山
ざん

帯
たい

を代表する樹木は（　　　）であり、 標
ひょう

高
こう

おおむね 2400 メートル以上に広く

見られる。

 ①　クロマツ ②　カラマツ ③　エゾマツ ④　ハイマツ

（19）白山市は海岸から白山山頂までおよそ（　　　）メートルの標高差があり、豊かな自然に恵

まれている。

 ①　700 ②　1700 ③　2700 ④　3700



3 白山検定通常コース

－ 6－第４回白山検定－通常－

（33）北陸線の建設工事が始まり、明
めい

治
じ

（　　　）年４月に小松―金沢間が開通し、松任駅も開

業した。

 ①　11 ②　21 ③　31 ④　41

（34） 松
しょう

金
きん

馬
ば

車
しゃ

鉄
てつ

道
どう

が松任～有松間に開業したのが 1904（明
めい

治
じ

37）年で、翌年に（　　　）まで

延
えん

伸
しん

した。

 ①　野
の

町
まち

 ②　片
かた

町
まち

 ③　尾
お

張
わり

町
ちょう

 ④　兼
けん

六
ろく

園
えん

下
した

（35）白山ろくでは藩
はん

政
せい

期
き

から（　　　）が生産され、産地を形成してきた。

 ①　なめこ　 ②　無
い

花
ち

果
じく

 ③　干
ほ

し柿
がき

　 ④　葉
は

煙
た

草
ばこ

（36）市制施行前の旧松任町は、１町 12 村が合併して発足したが、1957（ 昭
しょう

和
わ

32）年、最後に編
へん

入
にゅう

したのは、（　　　）村
むら

であった。

 ①　石
いし

川
かわ

 ②　 旭
あさひ

 ③　郷
ごう

 ④　山
やま

島
じま

（37）国宝の「剣
けん

　銘
めい

吉
よし

光
みつ

」は、（　　　）の養女阿
あ

智
ち

子
こ

（水
み

戸
と

光
みつ

圀
くに

の姉）が前
まえ

田
だ

光
みつ

高
たか

に嫁いだ際の

持参品で、前
まえ

田
だ

綱
つな

紀
のり

が母の冥福を祈り、白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

に奉納したものである。

 ①　徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

 ②　徳
とく

川
がわ

秀
ひで

忠
ただ

 ③　徳
とく

川
がわ

家
いえ

光
みつ

 ④　徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

（38）明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に北
きた

前
まえ

船
ぶね

交
こう

易
えき

で財を成した湊村の熊
くま

田
だ

家の２代源
げん

太
た

郎
ろう

が、収集した１万 3000 冊を超

える蔵書を、好学の士に公開した私立図書館は「（　　　）文
ぶん

庫
こ

」である。

 ①　饒
にぎ

石
し

 ②　加
か

越
えつ

能
のう

 ③　白
はっ

華
か

 ④　呉
くれ

竹
たけ

（39）手取川上流部にある「（　　　）の岩
いわ

」は、1934（ 昭
しょう

和
わ

９）年の大水害の際の土
ど

石
せき

流
りゅう

で流出

したとされる。

 ①　一
いち

万
まん

貫
がん

 ②　 十
じゅう

万
まん

貫
がん

 ③　 百
ひゃく

万
まん

貫
がん

 ④　五
ご

百
ひゃく

万
まん

貫
がん

－ 5－ 第４回白山検定－通常－

（26）白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

が所蔵し、中世日本の歴史書として特に貴重とされる重要文化財『（　　　）』

の著者は北
きた

畠
ばたけ

親
ちか

房
ふさ

である。

 ①　白
はく

山
さん

縁
えん

起
ぎ

 ②　愚
ぐ

管
かん

抄
しょう

 ③　太
たい

平
へい

記
き

 ④　神
じん

皇
のう

正
しょう

統
とう

記
き

（27）京都の修
しゅ

験
げん

道
どう

の高僧であった 聖
しょう

護
ご

院
いん

門
もん

跡
ぜき

の道
どう

興
こう

准
じゅ

后
ごう

は、1486（文
ぶん

明
めい

18）年 、加賀白山や能

登石
せき

動
どう

山
さん

など諸国を巡回したおり、「しら山の雪のうちなる 氷
こおり

こそ 麓
ふもと

の里
さと

の（　　　）成
なり

け

れ」と和歌を詠
よ

んだ。

 ①　まっとう ②　つるき ③　かわち ④　よしの

（28）戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

、織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

軍
ぐん

に最後まで抵抗した一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

の拠点として知られた鳥
とり

越
ごえ

城
じょう

は、典型的

な山
やま

城
じろ

で、現在は本
ほん

丸
まる

の（　　　）の石組みと門、土
ど

塁
るい

や空
から

堀
ぼり

、柵
さく

列
れつ

などが復元整備されている。

 ①　丸
まる

形
がた

 ②　菱
ひし

形
がた

 ③　桝
ます

形
がた

 ④　星
ほし

形
がた

（29）美川南町の石川ルーツ交流館は、1872（明
めい

治
じ

５）年に最初の石川県庁が置かれた場所に建っ

ており、｢ 石
いし

川
かわ

県
けん

廳
ちょう

趾
あと

｣ という石碑は（　　　）知事が揮
き

毫
ごう

した。

 ①　柴
しば

野
の

和
わ

喜
き

夫
お

 ②　田
た

谷
や

充
じゅう

実
じつ

 ③　中
なか

西
にし

陽
よう

一
いち

 ④　谷
たに

本
もと

正
まさ

憲
のり

（30）東一番町の本
ほん

誓
せい

寺
じ

大
おお

門
もん

は、旧加賀藩 重
じゅう

臣
しん

（　　　）家の広
ひろ

式
しき

門
もん

（正門）を移築したもので、

市指定有形文化財である。

 ①　本
ほん

多
だ

 ②　 長
ちょう

 ③　横
よこ

山
やま

 ④　村
むら

井
い

（31）鶴来の七
しち

ケ
か

用
よう

水
すい

給
きゅう

水
すい

口
ぐち

からほど近くの道路沿いにある「波
なみ

切
きり

不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

」は、明治時代の中

ごろまで、（　　　）にかたがり地蔵とともに刻まれていた磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

である。

 ①　舟
ふな

岡
おか

山
やま

岩
がん

壁
ぺき

 ②　獅
し

子
し

吼
く

高
こう

原
げん

下
した

 ③　金
きん

劔
けん

宮
ぐう

参
さん

道
どう

 ④　鶴
つる

来
ぎ

別
べつ

院
いん

境
けい

内
だい

（32）1872（明
めい

治
じ

５）年、旧天
てん

領
りょう

の 18 カ村は分
ぶん

割
かつ

帰
き

属
ぞく

でもめたが、郷土史家（　　　）の歴史考
こう

証
しょう

が功
こう

を奏
そう

して石川県管
かん

轄
かつ

となった。

 ①　内
うち

田
だ

政
まさ

風
かぜ

 ②　森
もり

田
た

平
へい

次
じ

 ③　熊
くま

田
だ

源
げん

太
た

郎
ろう

 ④　小
こ

堀
ぼり

定
てい

信
しん



4 白山検定通常コース

－ 8－第４回白山検定－通常－

（45）鶴来日詰町の金
きん

劔
けん

宮
ぐう

の秋季祭「ほうらい祭り」は、神
み

輿
こし

を先頭に邪気を払う棒振りの獅子方

と神への感謝を表すために作られた巨大な「（　　　）」が２日間かけて町を練り歩く。

 ①　造
つく

り物
もの

 ②　枠
わく

旗
ばた

 ③　キリコ ④　宝
ほう

塔
とう

（46）（　　　）蔵の重要文化財「大
だい

般
はん

若
にゃ

経
きょう

巻
まき

第
だい

二
に

百
ひゃく

四
し

十
じゅう

九
く

」は、奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

前期の代表的な写
しゃ

経
きょう

として知られている。

 ①　本
ほん

誓
せい

寺
じ

 ②　 聖
しょう

興
こう

寺
じ

 ③　願
がん

念
ねん

寺
じ

 ④　真
しん

教
きょう

寺
じ

（47）鶴来本町４丁目の一
いっ

閑
かん

寺
じ

は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の天
てん

保
ぽう

年
ねん

間
かん

に焼失したが再建され、（　　　）が建てら

れた。手取川からの小石に経文を書いた一
いち

字
じ

一
いっ

石
せき

経
きょう

が埋
まい

納
のう

されている。

 ①　法
ほっ

華
け

塔
とう

 ②　陀
だ

羅
ら

尼
に

塔
とう

 ③　 百
ひゃく

万
まん

塔
とう

 ④　多
た

宝
ほう

塔
とう

（48）美川南町の藤
ふじ

塚
つか

神
じん

社
じゃ

の春祭りとして知られる「おかえり祭り」は、神
み

輿
こし

と 13 台の台
だい

車
ぐるま

が町

内を厄
やく

祓
ばらい

し 巡
じゅん

行
こう

する。台車は（　　　）輪
りん

の曳
ひき

山
やま

で、伝統工芸の技術の粋を見ることがで

きる。

 ①　１ ②　２ ③　３ ④　４

（49）国の天然記念物に指定されている岩間の噴
ふん

泉
せん

塔
とう

群
ぐん

に見られる石
せっ

灰
かい

華
か

を作る温泉成分は

（　　　）である。

 ①　塩
えん

化
か

カルシウム  ②　炭
たん

酸
さん

カルシウム

 ③　 硫
りゅう

酸
さん

カルシウム  ④　メタケイ酸
さん

ナトリウム　

（50）白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

が所蔵する石川県指定文化財の「太
た

刀
ち

　銘
めい

行
ゆき

光
みつ

」は、「真
ま

柄
がら

の大
おお

太
だ

刀
ち

」とも呼ばれ、

（　　　）の家臣・真
ま

柄
がら

十
じゅう

郎
ろう

左
ざ

衛
え

門
もん

が、1570（元
げん

亀
き

元
がん

）年の姉
あね

川
がわ

の合戦に使用したと伝える。

 ①　織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

 ②　朝
あさ

倉
くら

義
よし

景
かげ

 ③　豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

 ④　前
まえ

田
だ

利
とし

家
いえ

－ 7－ 第４回白山検定－通常－

（40）1963（ 昭
しょう

和
わ

38）年の大雪は通称「（　　　）豪
ごう

雪
せつ

」と呼ばれ、当時の白峰村役場前の最
さい

深
しん

積
せき

雪
せつ

は 4.2 メートルあった。

 ①　 昭
しょう

和
わ

 ②　三
さん

八
ぱち

 ③　 6
ろく

3
さん

 ④　プレ五
ご

輪
りん

【３】白山市の文化財や天然記念物、伝統文化に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内

に入る適切な語句を選びなさい。

（41）白峰地区に伝わる 重
じゅう

要
よう

無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指定された「かんこ 踊
おどり

」の「かんこ」とは、

（　　　）が変化したものという説が有力である。

 ①　歓
かん

喜
き

（大きな喜び） ②　菅
かん

公
こう

（菅原道真）

 ③　鞨
かっ

鼓
こ

（太鼓の一種） ④　各
かく

戸
こ

（家々のこと）

（42）竹松町の年末の民
みん

俗
ぞく

行
ぎょう

事
じ

「田んぼのお歳
せ

暮
ぼ

まわり」では、自分の家の水田を回り、田んぼの

（　　　）に豆
まめ

殻
がら

を挿
さ

し、水源となる白山に向かって祈る。

 ①　畔
あぜ

 ②　取
しゅ

水
すい

口
ぐち

 ③　 中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

 ④　湧
わ

き水
みず

（43）東三番町の県指定文化財「銅
どう

造
ぞう

地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

像
ぞう

」は、（　　　）時代に造られた白
はく

山
さん

下
げ

山
ざん

仏
ぶつ

で

ある。

 ①　平
へい

安
あん

 ②　鎌
かま

倉
くら

 ③　南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

 ④　江
え

戸
ど

（44）石同新町の若
わか

宮
みや

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の春祭りでは、1933（ 昭
しょう

和
わ

８）年から始まったお田
た

植
う

え神
しん

事
じ

がある。

これは田
た

植
う

え唄
うた

に合わせて早
さ

乙
おと

女
め

たちが（　　　）に苗を植える、県内でも唯一の田植え神
しん

事
じ

である。

 ①　宮
みや

田
た

 ②　 共
きょう

有
ゆう

田
でん

 ③　神
しん

饌
せん

田
でん

 ④　依
よ

り代
しろ

田
だ



5 白山検定通常コース

－ 10 －第４回白山検定－通常－

（58）白山市で初めて私立病院を開業し、40 歳の時に石川県で初めて篤
とく

志
し

解
かい

剖
ぼう

したのは、松任徳丸

町生まれの（　　　）である。

 ①　松
まつ

江
え

安
やす

見
み

 ②　小
お

川
がわ

幸
こう

三
ぞう

 ③　廣
ひろ

瀬
せ

與
よ

吉
きち

 ④　三
み

宅
やけ

橘
きつ

園
えん

（59）大
たい

正
しょう

から 昭
しょう

和
わ

にかけて手取川水系で発電事業を手掛けた県外勢の福
ふく

沢
ざわ

桃
もも

介
すけ

（福沢諭
ゆ

吉
きち

の女
じょ

婿
せい

）には「（　　　）」という異
い

名
みょう

があった。

 ①　発
はつ

電
でん

王
おう

 ②　電
でん

力
りょく

王
おう

 ③　電
でん

気
き

王
おう

 ④　水
すい

力
りょく

王
おう

（60）作家の深
ふか

田
た

久
きゅう

弥
や

は著書『（　　　）』の中で、「たしかに白山ほど、威
い

あってしかも優しい姿

の山は稀
まれ

だろう」と書いている。

 ①　我
わ

が愛
あい

する山
やま

々
やま

 ②　日
に

本
ほん

百
ひゃく

名
めい

山
ざん

 ③　世
せ

界
かい

百
ひゃく

名
めい

山
ざん

 ④　山
さん

岳
がく

遍
へん

歴
れき

【５】白山市の暮らしや方言に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切な語句

を選びなさい。

（61）市内平野部でよく使われる加
か

賀
が

弁
べん

は、語尾の文節末で抑
よく

揚
よう

をつける（　　　）イントネーショ

ンが特徴的である。

 ①　ねじり ②　ゆすり ③　すぼみ ④　ひらき

（62）白峰地区の「ほんこさん料理」のうち（　　　）は、ナメコやムカゴなど山の幸をふんだん

に使い炊き込んだものである。

 ①　がんじき ②　紫
し

炒
い

菜
な

 ③　こくしょ ④　チャノコ

（63）美川地区の湧水のように、ポンプでくみ上げなくても井戸から自然に湧
わ

き出してくる地下水

のことを（　　　）と呼ぶ。

 ①　被
ひ

圧
あつ

地
ち

下
か

水
すい

 ②　不
ふ

圧
あつ

地
ち

下
か

水
すい

 ③　自
じ

由
ゆう

地
ち

下
か

水
すい

 ④　 宙
ちゅう

水
すい

－ 9－ 第４回白山検定－通常－

【４】白山市ゆかりの人物に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切な語句を

選びなさい。

（51）古城町にあった松
まっ

任
とう

城
じょう

の始まりは、（　　　）時代末期にこの地を支配した松
まっ

任
とう

十
じゅう

郎
ろう

範
のり

光
みつ

の

館
やかた

だったと伝えられている。

 ①　奈
な

良
ら

 ②　平
へい

安
あん

 ③　鎌
かま

倉
くら

 ④　室
むろ

町
まち

（52）松任城主でもあった前
まえ

田
だ

利
とし

長
なが

の夫人は（　　　）の娘である。

 ①　織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

 ②　豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

 ③　徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

 ④　柴
しば

田
た

勝
かつ

家
いえ

（53）一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

の時代、鳥
とり

越
ごえ

城
じょう

の城主は門
もん

徒
と

衆
しゅう

の指導者の一人（　　　）だった。

 ①　大
おお

久
く

保
ぼ

加
か

賀
がの

守
かみ

 ②　直
なお

江
え

山
やま

城
しろの

守
かみ

 ③　有
あり

馬
ま

能
の

登
との

守
かみ

 ④　鈴
すず

木
き

出
で

羽
わの

守
かみ

（54）女流俳人として知られた千
ち

代
よ

女
じょ

は、1775（安
あん

永
えい

４）年９月８日に 73 歳で没した。辞
じ

世
せい

の句は、

「（　　　）　我
われ

はこの世
よ

を　かしくかな」である。

 ①　月
つき

もみて ②　朝
あさ

日
ひ

みて ③　夕
ゆう

日
ひ

みて ④　つるべみて

（55）美川出身の保
やす

谷
たに

美
び

成
せい

は、（　　　）の技法をよくし、1939（ 昭
しょう

和
わ

14）年に金沢に転居した。

戦前の帝
てい

展
てん

で新入選を果たし、第５回新
しん

文
ぶん

展
てん

で特選となり、戦後は日
にっ

展
てん

に出品し入選を重ねた。

 ①　蒔
まき

絵
え

 ②　沈
ちん

金
きん

 ③　 漆
うるし

絵
え

 ④　螺
ら

鈿
でん

（56）鶴来出身の儒
じゅ

者
しゃ

で南
なん

画
が

も得意とした金
かね

子
こ

鶴
かく

村
そん

は、小松に 集
しゅう

義
ぎ

堂
どう

が設立された際に教授となり、

また、加賀藩 重
じゅう

臣
しん

の（　　　）家の儒者を務めた。

 ①　青
あお

木
き

 ②　今
いま

枝
えだ

 ③　村
むら

井
い

 ④　奥
おく

村
むら

（57）七
しち

ケ
か

用
よう

水
すい

の開削に尽力した枝
えだ

権
ごん

兵
べ

衛
え

の立像は市内の（　　　）小学校と広
こう

陽
よう

小学校に建てら

れている。

 ①　朝
あさ

日
ひ

 ②　石
いし

川
かわ

 ③　 松
しょう

南
なん

 ④　明
めい

光
こう



6 白山検定通常コース

－ 12 －第４回白山検定－通常－

【６】白山市の建造物、寺社、地理に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切

な語句を選びなさい。

（71）1968（ 昭
しょう

和
わ

43）年に建設された大
だい

日
にち

川
がわ

ダムは、農業用水の供給、洪水調節、発電を目的と

した（　　　）式
しき

コンクリートダムである。

 ①　ロックフイル ②　アーチ ③　弓
ゆみ

形
がた

 ④　 重
じゅう

力
りょく

（72）鶴来日詰町の金
きん

劔
けん

宮
ぐう

参道に面し、白山市指定文化財（名勝）の不
ふ

動
どう

滝
たき

がある。冬季に凍結す

ることもあり不動滝（　　　）と 称
しょう

される。

 ①　夕
ゆう

景
けい

 ②　落
らく

雁
がん

 ③　朝
あさ

霧
ぎり

 ④　 氷
ひょう

柱
ちゅう

（73）白山一里野温泉スキー場から中宮温泉の方向へ約 1.5 キロメートルにあるブナオ山観察舎は、

冬から春にかけて、カモシカや（　　　）の自然の姿を望遠鏡で観察できる全国でも珍しい

施設である。

 ①　トキ ②　コウノトリ ③　ヤマネ ④　ツキノワグマ

（74）白山は４県にまたがり、1962（ 昭
しょう

和
わ

37）年に国内で 20 番目の（　　　）に指定された。

 ①　国
こく

立
りつ

公
こう

園
えん

 ②　国
こく

定
てい

公
こう

園
えん

 ③　自
し

然
ぜん

公
こう

園
えん

 ④　特
とく

別
べつ

名
めい

勝
しょう

（75）手取川が流れる鶴来地区に 1955（ 昭
しょう

和
わ

30）年に架けられた（　　　）は、老朽化が進み、

2012（平
へい

成
せい

24）年、全長 236 メートルの新しい橋に架け替えられた。

 ①　黄
こう

門
もん

橋
ばし

 ②　手
て

取
どり

橋
ばし

 ③　天
てん

狗
ぐ

橋
ばし

 ④　金
きん

太
た

郎
ろう

橋
ばし

（76）木津町に鎮座する守
もり

郷
ごう

白
はく

山
さん

神
じん

社
じゃ

の拝殿は、神仏分離によって、1869（明
めい

治
じ

２）年、白
しら

山
やま

本
ほん

宮
ぐう

（白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

）の（　　　）が移築されたものである。扁
へん

額
がく

（白山市指定文化財）は、藩老

本
ほん

多
だ

政
まさ

敏
はる

の揮
き

毫
ごう

になる。

 ①　講
こう

堂
どう

 ②　絵
え

馬
ま

堂
どう

 ③　本
ほん

地
ち

堂
どう

 ④　夏
なつ

堂
どう

－ 11 － 第４回白山検定－通常－

（64）白山ろくでは、家の居間にあたるオエの間
ま

の中心にある囲
い

炉
ろ

裏
り

のことを（　　　）と言う。

 ①　ウチロ ②　ジロ ③　ヒドコ ④　エンナカ

（65）かつて加賀平野の 菖
しょう

蒲
ぶ

湯
ゆ

といえば、ショウブと（　　　）を採り、束ねて湯
ゆ

船
ぶね

に入れたもの

である。

 ①　 蓬
よもぎ

 ②　葱
ねぎ

 ③　 芒
すすき

 ④　 桜
さくら

の葉
は

（66）明
めい

治
じ

後
こう

期
き

頃
ころ

から、石
いし

川
かわ

平
へい

野
や

の若
わか

者
もの

は一
いち

人
にん

前
まえ

の男
だん

子
し

として認
みと

められるために（　　　）歳にな

ると白
はく

山
さん

参
さん

詣
けい

の登
と

山
ざん

をする慣
かん

習
しゅう

が盛
さか

んになった。

 ①　13 ②　15 ③　18 ④　20

（67）白
はく

山
さん

商
しょう

工
こう

会
かい

が「山
やま

のもんづくしの健
けん

康
こう

ごはん」と銘
めい

打
う

ち、白
はく

山
さん

ろく地
ち

域
いき

の飲
いん

食
しょく

店
てん

が地
じ

元
もと

の

米
こめ

や蕎
そ

麦
ば

、山
さん

菜
さい

、堅
かた

豆
どう

腐
ふ

、川
かわ

魚
うお

、ジビエなどを使
つか

い提
てい

供
きょう

する御
ご

膳
ぜん

料
りょう

理
り

を（　　　）という。

 ①　山
やま

の幸
さち

御
ご

膳
ぜん

 ②　健
けん

康
こう

御
ご

膳
ぜん

 ③　山
やま

河
かわ

御
ご

膳
ぜん

 ④　白
はく

山
さん

百
ひゃく

膳
ぜん

（68）市内の祭
まつ

りに出
で

る加
か

賀
が

獅
し

子
し

舞
まい

の棒術を演じる剣士が頭につけるかぶり物を（　　　）という。

 ①　カツラ ②　シャンガ（ン） ③　シラガ ④　ズコカザリ

（69）手取川ダムの建設に伴って水没した家屋は 345 戸で、最も多かった集落は円
えん

筒
とう

校舎のあった

（　　　）である。

 ①　五
ご

味
み

島
じま

 ②　釡
かま

谷
たに

 ③　桑
くわ

島
じま

 ④　深
ふか

瀬
ぜ

（70）白峰の放
ほう

楽
らく

相
ず

撲
もう

（天
てん

領
りょう

相
ず

撲
もう

）は、かつて「牛
うし

首
くび

の大
おお

相
ず

撲
もう

」と呼ばれ、（　　　）神
じん

社
じゃ

の秋祭

りに同社の境内で行われる奉納相撲である。

 ①　八
や

幡
はた

 ②　八
や

坂
さか

 ③　白
はく

山
さん

 ④　山
さん

王
のう



7 白山検定通常コース

（83）市は、白山手取川ジオパークの世界認定を見
み

据
す

え、同ジオパークの見どころの一つである手
て

取
どり

峡
きょう

谷
こく

の（　　　）へ通じる階段などを改修することとした。

 ①　姥
うば

ケ
が

滝
たき

 ②　不
ふ

動
どう

滝
たき

 ③　ふくべの大
おお

滝
たき

 ④　綿
わた

ケ
が

滝
たき

（84）手取川河口にあった本
もと

吉
よし

湊
みなと

には北
きた

前
まえ

船
ぶね

の中継地として栄えた歴史があり、文化庁は 2020

（令
れい

和
わ

２）年、白山市を（　　　）「荒波を越えた男たちの夢が紡
つむ

いだ異
い

空
くう

間
かん

～北前船寄港地・

船主集落」に追加認定した。

 ①　世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

 ②　日
に

本
ほん

遺
い

産
さん

 ③　歴
れき

史
し

遺
い

産
さん

 ④　民
みん

俗
ぞく

遺
い

産
さん

（85）環
かん

白山エリア（富山県 / 南砺市、石川県 / 白山市、福井県 / 大野市・勝山市、岐阜県 / 高山市・

郡上市・白川村）は、エコパークに認定されている。エコパークという制度を作って取り組

んでいる国際組織は（　　　）である。 

 ①　IGES（国際生態学センター） ②　INTECOL（国際生態学会議）

 ③　IUCN（国際自然保護連合） ④　UNESCO（国際連合教育科学文化機関）

（86）市と（　　　）は昨年３月、再生可能エネルギーや電気自動車の利用拡大など８項目で地域

の課題解決に協力するＳ
エス

Ｄ
ディー

Ｇ
ジー

ｓ
ズ

（持続可能な開発目標）に関する県内初の包括連携協定を

締結した。

 ①　ＪＲ西
にし

日
に

本
ほん

 ②　コマツ ③　北
ほく

陸
りく

電
でん

力
りょく

 ④　北
ほく

陸
りく

鉄
てつ

道
どう

（87）2007（平
へい

成
せい

19）年、市の花は「あさがお」木は「（　　　）」、鳥は「うぐいす」と制定された。

 ①　まつ ②　すぎ ③　ひのき ④　ぶな

（88）市は、温室効果ガス削減を目的にコミュニティバス「（　　　）」の年間利用者増を目ざし

ている。

 ①　まわーる ②　めぐーる ③　はしーる ④　はこーぶ

－ 13 － 第４回白山検定－通常－

（77）手取川扇状地を潤す七
しち

ケ
か

用
よう

水
すい

で、中央を流れるのは（　　　）用
よう

水
すい

である。

 ①　中
なか

村
むら

 ②　中
なか

島
じま

 ③　山
やま

島
じま

 ④　 林
はやし

中
なか

（78） 湊
みなと

町
まち

の手
て

取
どり

川
がわ

合
かっ

戦
せん

記
き

念
ねん

碑
ひ

には、上
うえ

杉
すぎ

謙
けん

信
しん

軍と織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

軍の激突の様子を詠
うた

った ｢上杉に逢
お

う

ては織田も（　　　）はねる謙信逃ぐるとぶ長｣ という 狂
きょう

歌
か

が記されている。

 ①　手
て

取
どり

川
がわ

 ②　名
な

取
とり

川
がわ

 ③　 湊
みなと

川
がわ

 ④　比
ひ

楽
らか

川
がわ

（79）1935（ 昭
しょう

和
わ

10）年に金沢から松任に移転した国
こく

鉄
てつ

の車
しゃ

両
りょう

修
しゅう

繕
ぜん

部
ぶ

門
もん

である「（　　　）鉄
てつ

道
どう

局
きょく

松
まっ

任
とう

工
こう

場
じょう

」の歴史と伝統は、現在のＪＲ西日本金沢総合車両所松任本所まで続いている。

 ①　西
にし

日
に

本
ほん

 ②　 中
ちゅう

部
ぶ

 ③　名
な

古
ご

屋
や

 ④　石
いし

川
かわ

（80）かつてはスキー場が開設されていた獅
し

子
し

吼
く

高
こう

原
げん

は、スカイスポーツのメッカであり、高原カ

フェなども備えた施設は「（　　　）獅
し

子
し

吼
く

」と呼ばれている。

 ①　レジャーランド ②　リゾート ③　パーク ④　スカイ

【７】白山市の行政や産業、特産物などに関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る

適切な語句を選びなさい。

（81）白山手取川ジオパークが日本ジオパークに認定されたのは（　　　）年である。

 ①　2001（平
へい

成
せい

13） ②　2006（平
へい

成
せい

18） ③　2011（平
へい

成
せい

23） ④　2016（平
へい

成
せい

28）

（82）白山手取川ジオパーク推進協議会は、（　　　）の世界ジオパーク認定に向け 2020（令
れい

和
わ

２）

年 11 月に、日本ジオパーク委員会に申請書を提出した。早ければ 2022（令
れい

和
わ

４）年４月ご

ろ認定される。

 ①　CGMW（世界地質図委員会） ②　IGC（国際地形学会議）

 ③　IGU（国際地理学連合） ④　UNESCO（国際連合教育科学文化機関）



8 白山検定通常コース

（96）倉光４丁目にＪＡグリーン松任まいどさん市場、井口町にＪＡ白山の（　　　）、道の駅め

ぐみ白山にＪＡ松任・白山共同経営の直売所があり、新鮮な野菜や果物、精米したての米な

どが販売されている。

 ①　ほがらか村
むら

  ②　はくさんマーケット

 ③　よらんかいねぇ広
ひろ

場
ば

 ④　じのもんや

（97）2020（令
れい

和
わ

２）年３月末における白山市の 住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

人
じん

口
こう

は 11 万 3581 人で、65 歳
さい

以
い

上
じょう

の高
こう

齢
れい

化
か

率
りつ

は約（　　　）％である。

 ①　17 ②　27 ③　37 ④　47

（98）鶴
つる

来
ぎ

浄
じょう

水
すい

場
じょう

の上水道供給先は、北が（　　　）市、南が加賀市までで、送
そう

水
すい

管
かん

の総
そう

延
えん

長
ちょう

は約
やく

188 キロメートルである。

 ①　珠
す

洲
ず

 ②　輪
わ

島
じま

 ③　七
なな

尾
お

 ④　羽
は

咋
くい

（99）コロナ禍
か

で苦しむ全国の商店街を応援するため、白山市のまっとうまちなか商店街がオリジ

ナル曲「（　　　）」の制作に乗りだした。

 ①　アイ・ラブ・マチナカ ②　アイ・ラブ・ハクサン

 ③　アイ・ラブ・ショップ ④　アイ・ラブ・マイタウン

（100）白山市伝統産業振興協会は、市内に残る特産の牛
うし

首
くび

紬
つむぎ

、加
か

賀
が

繍
ぬい

、美
み

川
かわ

（　　　）、 檜
ひのき

細
ざい

工
く

、

加
か

賀
が

獅
し

子
し

頭
がしら

、太
たい

鼓
こ

、鶴
つる

来
ぎ

打
うち

刃
は

物
もの

の７種の伝統工芸の保護や人材育成を目ざして、今年１月

に初の合同展「白
はく

山
さん

市
し

の伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

展
てん

」を開
ひら

いた。

 ①　藍
あい

染
ぞめ

 ②　箪
たん

笥
す

 ③　仏
ぶつ

壇
だん

 ④　木
もっ

工
こう

（89）白山市の移
い

動
どう

図
と

書
しょ

館
かん

の愛称は「（　　　）号
ごう

」である。

 ①　いきいき ②　のびのび ③　わくわく ④　うきうき

（90）月橋町の県立鶴来高等学校では、県内唯一の（　　　）部である「ニュークレインオーケ

ストラ」が活動している。

 ①　アカペラ ②　フルート ③　ジャズバンド ④　マンドリン

（91）三浦町の県立翠星高等学校の生徒が考案し、第 11 回全国和
わ

菓
が

子
し

甲
こう

子
し

園
えん

で優勝した菓子の名

前は、「幸せの菓子（　　　）」である。

 ①　恋
こい

のしらやまさん ②　コイスイセイ ③　くくりひめ ④　恋
こい

つゝみ

（92）市で最も収穫量が多い野菜はトマトで、果樹は（　　　）である。

 ①　マンゴ－ ②　キウイ ③　ナシ ④　ブドウ

（93）「豊かな水と 緑
みどり

」をキャッチフレーズに、1977（ 昭
しょう

和
わ

52）年に分譲を開始した旧松任市きっ

ての大規模な住宅団地は（　　　）ニュータウンである。

 ①　森
もり

島
じま

 ②　松
まつ

本
もと

 ③　千
ち

代
よ

野
の

 ④　横
よこ

江
え

（94）2020 年産水
すい

稲
とう

の市町別収穫量で、総量が最も多かったのは白山市の１万 8600 トン、２位

は（　　　）市の１万 5800 トンだった。

 ①　金
かな

沢
ざわ

 ②　小
こ

松
まつ

 ③　加
か

賀
が

 ④　七
なな

尾
お

（95）市の（　　　）の作
さく

付
づけ

面
めん

積
せき

は水
すい

稲
とう

に続いて多く、収穫量は約
やく

900 トンである。

 ①　大
おお

麦
むぎ

 ②　小
こ

麦
むぎ

 ③　大
だい

豆
ず

 ④　菜
な

種
たね



1 白山検定入門コース

－ 2－第４回白山検定－入門－

（７）千
せん

蛇
じゃ

ケ
が

池
いけ

雪
せっ

渓
けい

のように、夏になっても解けずに長い間存在している雪のことを一般に

（　　　）と呼ぶ。

 ①　 十
じゅう

年
ねん

雪
ゆき

 ②　 百
ひゃく

年
ねん

雪
ゆき

 ③　千
せん

年
ねん

雪
ゆき

 ④　万
まん

年
ねん

雪
ゆき

（８）手取川は、山間部から平野部に出る鶴来から扇
せん

状
じょう

地
ち

を形成している。鶴来が位置する扇状地

の 上
じょう

流
りゅう

端
たん

部
ぶ

を（　　　）と呼んでいる。

 ①　扇
せん

頂
ちょう

 ②　扇
せん

上
じょう

 ③　扇
せん

端
たん

 ④　扇
せん

先
せん

（９）市の沿岸に形成されている、砂でできた高まりの地形を（　　　）と呼ぶ。

 ①　砂
さ

州
す

 ②　砂
さ

嘴
し

 ③　砂
さ

丘
きゅう

 ④　砂
さ

漠
ばく

（10）市域の西北部は（　　　）が流れる日本海に面し、海水浴ができる砂浜があり海浜公園もつ

くられている。

 ①　対
つ

馬
しま

海
かい

流
りゅう

 ②　黒
くろ

潮
しお

 ③　親
おや

潮
しお

 ④　リマン海
かい

流
りゅう

（11）別当出合付近にはブナ林
りん

が広がっている。ブナを漢字で書くと（　　　）である。

 ①　楓 ②　欅 ③　橅 ④　樅

（12）街路樹によく用いられる（　　　）は、白山ろく名産のとち餅
もち

の原料となる実をつけるトチ

ノキに近い種類の樹木である。

 ①　プラタナス ②　イチョウ ③　マロニエ ④　アメリカフウ

－ 1－ 第４回白山検定－入門－

【１】霊峰白山や白山市の自然に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切な語

句を選びなさい。

（１）恐竜の化石が発掘される手
て

取
とり

層
そう

群
ぐん

の地層の年代は（　　　）である。

 ①　新
しん

生
せい

代
だい

 ②　 中
ちゅう

生
せい

代
だい

 ③　古
こ

生
せい

代
だい

 ④　先
せん

カンブリア代
だい

（２）桑
くわ

島
じま

化
か

石
せき

壁
かべ

から発見された恐竜化石で、最初に学名が与えられた「アルバロフォサウルス・

ヤマグチオロウム」の「アルバロフォサウルス」は（　　　）という意味である。

 ①　桑
くわ

島
じま

の 竜
りゅう

 ②　白
しろ

い山
やま

の 竜
りゅう

 ③　手
て

取
どり

の 竜
りゅう

 ④　石
いし

の川
かわ

の 竜
りゅう

（３）現在の白山山頂部を形成している新
しん

白
はく

山
さん

火
か

山
ざん

は、（　　　）年前から活動していたと考えられ

ている。

 ①　約
やく

１億
おく

 ②　２～３千
ぜん

万
まん

 ③　３～４万
まん

 ④　４～５ 百
ひゃく

（４）白山山頂周辺は、日本の高
こう

山
ざん

帯
たい

の（　　　）に位置している。

 ①　最
さい

東
とう

端
たん

 ②　最
さい

西
せい

端
たん

 ③　最
さい

南
なん

端
たん

 ④　最
さい

北
ほく

端
たん

（５）白山の溶
よう

岩
がん

流
りゅう

は主に（　　　）質の溶岩である。

 ①　玄
げん

武
ぶ

岩
がん

 ②　安
あん

山
ざん

岩
がん

 ③　橄
かん

欖
らん

岩
がん

 ④　 流
りゅう

紋
もん

岩
がん

（６）恐竜化石が発見された手
て

取
とり

層
そう

群
ぐん

の分布は、石川県の他に（　　　）県などがある。

 ①　福
ふく

井
い

 ②　山
やま

梨
なし

　 ③　静
しず

岡
おか

 ④　愛
あい

知
ち

第４回 白山検定 入門コース 正答表



2 白山検定入門コース

－ 4－第４回白山検定－入門－

（19）発掘された墨
ぼく

書
しょ

から、手取川は古くは（　　　）時代にはすでに「比
ひ

楽
らか

河
がわ

」と呼ばれていた

と推定される。

 ①　奈
な

良
ら

 ②　平
へい

安
あん

 ③　鎌
かま

倉
くら

 ④　室
むろ

町
まち

（20）前
まえ

田
だ

利
とし

家
いえ

の重臣 高
たか

畠
ばたけ

定
さだ

吉
よし

が守
しゅ

将
しょう

を務めたといわれる八幡町の舟
ふな

岡
おか

山
やま

城
じょう

跡
あと

は、（　　　）指

定の史跡である。

 ①　国
くに

 ②　石
いし

川
かわ

県
けん

 ③　白
はく

山
さん

市
し

 ④　ユネスコ

（21）高
たか

畠
ばたけ

定
さだ

吉
よし

の子孫は、代々前
まえ

田
だ

家
け

に仕え、金沢城下での屋敷地付近には、現在、（　　　）が建っ

ている。

 ①　 旧
きゅう

石
いし

川
かわ

県
けん

庁
ちょう

（しいのき迎
げい

賓
ひん

館
かん

） ②　金
かな

沢
ざわ

市
し

役
やく

所
しょ

 

 ③　日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

金
かな

沢
ざわ

支
し

店
てん

  ④　石
いし

川
かわ

県
けん

文
ぶん

教
きょう

会
かい

館
かん

（22）江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の地図によると、古城町の松
まっ

任
とう

城
じょう

址
し

公
こう

園
えん

は松任城の（　　　）があった場所である。

 ①　本
ほん

丸
まる

 ②　二
に

の丸
まる

 ③　三
さん

の丸
まる

 ④　出
で

丸
まる

（23）国宝の「剣
けん

　銘
めい

吉
よし

光
みつ

」は、（　　　）の養女阿
あ

智
ち

子
こ

（水戸光
みつ

圀
くに

の姉）が前
まえ

田
だ

光
みつ

高
たか

に嫁いだ際の

持参品で、前
まえ

田
だ

綱
つな

紀
のり

が母の冥福を祈り、白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

に奉納したものである。

 ①　徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

 ②　徳
とく

川
がわ

秀
ひで

忠
ただ

 ③　徳
とく

川
がわ

家
いえ

光
みつ

 ④　徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

（24）東一番町の本
ほん

誓
せい

寺
じ

大
おお

門
もん

は、旧加賀藩重臣（　　　）家
け

の広
ひろ

式
しき

門（正門）を移築したもので、

市指定有形文化財である。

 ①　本
ほん

多
だ

 ②　 長
ちょう

 ③　横
よこ

山
やま

 ④　村
むら

井
い

（25）白山ろくでは藩政期から（　　　）が生産され、産地を形成してきた。

 ①　なめこ ②　無
い

花
ち

果
じく

 ③　干
ほ

し柿
がき

　 ④　葉
は

煙
たば

草
こ

－ 3－ 第４回白山検定－入門－

（13） 松
まっ

任
とう

沖
おき

海
かい

底
てい

林
りん

が存在する水深は、およそ（　　　）メートルである。

 ①　０～３ ②　５～ 10 ③　20 ～ 30 ④　80 ～ 100

（14）かつては「 幻
まぼろし

の動物」とも言われていた（　　　）は、1955（ 昭
しょう

和
わ

30）年に国の特別天

然記念物に指定されてから個
こ

体
たい

数
すう

が増加した。

 ①　ニホンザル ②　ニホンカモシカ ③　ツキノワグマ ④　ニホンジカ

（15）白山では絶
ぜつ

滅
めつ

したとされていた（　　　）が 2009（平
へい

成
せい

21）年に発見され、環境省などによ

り数年間は生息が確認されていた。

 ①　ライチョウ ②　イワヒバリ ③　イノシシ ④　オコジョ

【２】白山市の歴史に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切な語句を選びな

さい。

（16）八幡町の舟
ふな

岡
おか

山
やま

遺
い

跡
せき

から（　　　）時代中期の竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

や石囲い炉
ろ

が発掘され、石川県の戦

後考古学の出発点となった。

 ①　 旧
きゅう

石
せっ

器
き

 ②　 縄
じょう

文
もん

 ③　弥
や

生
よい

 ④　古
こ

墳
ふん

（17）1960（ 昭
しょう

和
わ

35）年に白
しら

山
やま

町
まち

上
うえ

野
の

遺
い

跡
せき

で出土した把
とっ

手
て

付
つき

壺
つぼ

は、縄文時代に作られた土器で、

北陸地方では類例がなく（　　　）の有形文化財に指定されている。

 ①　国
くに

 ②　石
いし

川
かわ

県
けん

 ③　白
はく

山
さん

市
し

 ④　ユネスコ

（18）東
とう

大
だい

寺
じ

領
りょう

横
よこ

江
えの

荘
しょう

遺
い

跡
せき

は、 正
しょう

倉
そう

院
いん

文
もん

書
じょ

に記載された（　　　）が実在したことを証明した。

 ①　 城
じょう

郭
かく

 ②　 荘
しょう

園
えん

 ③　 宮
きゅう

殿
でん

 ④　別
べっ

荘
そう



3 白山検定入門コース

－ 6－第４回白山検定－入門－

（32）白峰地区に伝わる重要無形民俗文化財に指定された「かんこ 踊
おどり

」の「かんこ」とは、（　　　）

が変化したものという説が有力である。

 ①　歓
かん

喜
き

（大きな喜び） ②　菅
かん

公
こう

（菅原道真）

 ③　鞨
かっ

鼓
こ

（太鼓の一種） ④　各
かく

戸
こ

（家々のこと）

（33）竹松町の年末の民俗行事「田んぼのお歳
せ

暮
ぼ

まわり」では、自分の家の水田を回り、田んぼの

（　　　）に豆
まめ

殻
がら

を挿
さ

し、水源となる白山に向かって祈る。

 ①　畔
あぜ

 ②　取
しゅ

水
すい

口
ぐち

 ③　 中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

 ④　湧
わ

き水
みず

（34）石同新町の若
わか

宮
みや

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の春祭りでは、1933（ 昭
しょう

和
わ

８）年から始まったお田植え神
しん

事
じ

がある。

これは田植え唄
うた

にあわせて早
さ

乙
おと

女
め

たちが（　　　）に苗を植える、県内でも唯一の田植え神

事である。

 ①　宮
みや

田
た

 ②　 共
きょう

有
ゆう

田
でん

 ③　神
しん

饌
せん

田
でん

 ④　依
よ

り代
しろ

田
だ

（35）鶴来日詰町の金
きん

劔
けん

宮
ぐう

の秋季祭「ほうらい祭り」は、神
み

輿
こし

を先頭に邪気を払う棒振りの獅子方

と神への感謝を表すために作られた巨大な「（　　　）」が２日間かけて町を練り歩く。

 ①　造
つく

り物
もの

 ②　枠
わく

旗
ばた

 ③　キリコ ④　宝
ほう

塔
とう

（36）美川地区で以前は漁民の祭りである起
き

舟
しゅう

行
ぎょう

事
じ

に唄われ、今は結婚式や家の建前など祝賀の

席で披露される、能登の「まだら」に類似の民謡を「（　　　）」という。

 ①　はいや節
ぶし

 ②　めでた ③　御
ごん

酒
しゅう

 ④　さかた

（37）美川南町の藤
ふじ

塚
つか

神
じん

社
じゃ

の春祭りとして知られる「おかえり祭り」は、神
み

輿
こし

と 13 台の台
だい

車
ぐるま

が町

内を厄
やく

祓
ばら

いし巡行する。台
だい

車
ぐるま

は（　　　）輪
りん

の曳
ひき

山
やま

で伝統工芸の技術の粋を見ることができる。

 ①　１ ②　２ ③　３ ④　４

－ 5－ 第４回白山検定－入門－

（26）1872（明
めい

治
じ

５）年、旧天
てん

領
りょう

の十八カ村は分
ぶん

割
かつ

帰
き

属
ぞく

でもめたが、郷土史家（　　　）の歴史考

証が功を奏して石川県管
かん

轄
かつ

となった。

 ①　内
うち

田
だ

政
まさ

風
かぜ

 ②　森
もり

田
た

平
へい

次
じ

 ③　熊
くま

田
だ

源
げん

太
た

郎
ろう

 ④　小
こ

堀
ぼり

定
てい

信
しん

（27）北陸線の建設工事が始まり、明
めい

治
じ

（　　　）年４月に小松―金沢間が開通し、松任駅も開

業した。

 ①　11 ②　21 ③　31 ④　41

（28）手取川上流部にある「（　　　）の岩
いわ

」は、1934（ 昭
しょう

和
わ

９）年の大水害の際の土
ど

石
せき

流
りゅう

で流出

したとされる。

 ①　一
いち

万
まん

貫
がん

 ②　 十
じゅう

万
まん

貫
がん

 ③　 百
ひゃく

万
まん

貫
がん

 ④　五
ご

百
ひゃく

万
まん

貫
がん

（29）1963（ 昭
しょう

和
わ

38）年の大雪は通称「（　　　）豪
ごう

雪
せつ

」と呼ばれ、当時の白峰村役場前の最深積

雪は 4.2 メートルあった。

 ①　 昭
しょう

和
わ

 ②　三
さん

八
ぱち

 ③　 6
ろく

3
さん

 ④　プレ五
ご

輪
りん

（30）2005（平
へい

成
せい

17）年に８市町村が合併して誕生した白山市に（　　　）は含まれなていない。

 ①　松
まっ

任
とう

市
し

 ②　鶴
つる

来
ぎ

町
まち

 ③　美
み

川
かわ

町
まち

 ④　野
の

々
の

市
いち

町
まち

【３】白山市の文化財や天然記念物、伝統文化に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内

に入る適切な語句を選びなさい。

（31）白峰地区は文化庁から伝
でん

統
とう

的
てき

（　　　）保
ほ

存
ぞん

地
ち

区
く

に選定されている。

 ①　民
みん

具
ぐ

 ②　建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

群
ぐん

 ③　歴
れき

史
し

資
し

料
りょう

 ④　工
こう

芸
げい

品
ひん



4 白山検定入門コース

－ 8－第４回白山検定－入門－

（44）鶴来出身の儒
じゅ

者
しゃ

で南
なん

画
が

も得意とした金
かね

子
こ

鶴
かく

村
そん

は、小松に 集
しゅう

義
ぎ

堂
どう

が設立された際に教授となり、

また、加賀藩 重
じゅう

臣
しん

の（　　　）家
け

の儒
じゅ

者
しゃ

を務めた。

 ①　青
あお

木
き

 ②　今
いま

枝
えだ

 ③　村
むら

井
い

 ④　奥
おく

村
むら

（45）白山市で初めて私立病院を開業し、40 歳の時に石川県で初めて篤
とく

志
し

解
かい

剖
ぼう

したのは、松任徳丸

町生まれの（　　　）である。

 ①　松
まつ

江
え

安
やす

見
み

 ②　小
お

川
がわ

幸
こう

三
ぞう

 ③　廣
ひろ

瀬
せ

與
よ

吉
きち

 ④　三
み

宅
やけ

橘
きつ

園
えん

（46）堅
けん

牢
ろう

で荘
そう

厳
ごん

・華
か

麗
れい

な（　　　）仏
ぶつ

壇
だん

は、長い歴史を誇るが、ことに江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

18 世紀後半に活

躍した 湊
みなと

屋
や

村
むら

次
じ

郎
ろう

が、堆
つい

黒
こく

と 漆
うるし

絵
え

の技法を考案し、名を高めた。

 ①　美
み

川
かわ

 ②　松
まっ

任
とう

 ③　鶴
つる

来
ぎ

 ④　白
しら

峰
みね

（47）「加
か

賀
が

の三
さん

太
た

郎
ろう

」の一人で仏教哲学者の鈴
すず

木
き

大
だい

拙
せつ

は、若い頃に美川小学校で（　　　）の代用

教員を務めた。

 ①　英
えい

語
ご

 ②　国
こく

語
ご

 ③　社
しゃ

会
かい

 ④　道
どう

徳
とく

（48）大
たい

正
しょう

時
じ

代
だい

の作家島
しま

田
だ

清
せい

次
じ

郎
ろう

は、20 歳のときに出版された『（　　　）』がベストセラーとな

り名声を得たが、31 歳の若さで亡くなった。

 ①　仮
か

装
そう

人
じん

物
ぶつ

 ②　あすなろ物
もの

語
がたり

 ③　地
ち

上
じょう

 ④　 美
うつく

しい星
ほし

（49）作家の深
ふか

田
た

久
きゅう

弥
や

は著書『（　　　）』の中で、「たしかに白
はく

山
さん

ほど、威
い

あってしかも優しい姿

の山は稀
まれ

だろう」と書いている。

 ①　我
わ

が愛
あい

する山
やま

々
やま

 ②　日
に

本
ほん

百
ひゃく

名
めい

山
ざん

 ③　世
せ

界
かい

百
ひゃく

名
めい

山
ざん

 ④　山
さん

岳
がく

遍
へん

歴
れき

（50）宗教者であり、思想・哲学の分野でも足跡を残した暁
あけ

烏
がらす

敏
はや

の、約５万冊に及ぶ蔵書は

（　　　）大学に寄贈された。

 ①　金
かな

沢
ざわ

 ②　金
きん

城
じょう

 ③　大
おお

谷
たに

 ④　 龍
りゅう

谷
こく

－ 7－ 第４回白山検定－入門－

（38）豪雪地帯で知られる白峰地区には重要文化財として、かつて大
おお

庄
しょう

屋
や

だった 旧
きゅう

山
やま

岸
ぎし

家
け

がある。

木造３階建ての土
ど

蔵
ぞう

造
づく

りで、３階の部屋は広大な空間をとり、以前はここで（　　　）の作

業を行った。

 ①　養
よう

蚕
さん

 ②　 紬
つむぎ

織
お

り ③　 檜
ひのき

笠
がさ

づくり ④　 俵
たわら

編
あ

み

（39） 浄
じょう

土
ど

真
しん

宗
しゅう

のお 東
ひがし

では、古くから宗祖親
しん

鸞
らん

の命
めい

日
にち

にあたる 11 月 28 日前後に門
もん

徒
と

の家で行う

法
ほう

会
え

を俗に（　　　）と言う。

 ①　お仏
ぶつ

事
じ

 ②　ほんこさん ③　御
ご

正
しょう

忌
き

 ④　お念
ねん

仏
ぶつ

（40）手取川最上流部に生息する白山市天然記念物のイワナは、（　　　）と呼ばれる。

 ①　白
はく

山
さん

イワナ ②　白
はく

線
せん

イワナ ③　白
はく

斑
はん

イワナ ④　無
む

斑
はん

イワナ

【４】白山市ゆかりの人物に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切な語句を

選びなさい。

（41）古城町にあった松任城の始まりは、（　　　）時代末期にこの地を支配した松
まっ

任
とう

十
じゅう

郎
ろう

範
のり

光
みつ

の

館
やかた

だったと伝えられている。

 ①　奈
な

良
ら

 ②　平
へい

安
あん

 ③　鎌
かま

倉
くら

 ④　室
むろ

町
まち

（42）一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

の時代、鳥
とり

越
ごえ

城
じょう

の城主は門
もん

徒
と

衆
しゅう

の指導者の一人（　　　）だった。

 ①　大
おお

久
く

保
ぼ

加
か

賀
がの

守
かみ

 ②　直
なお

江
え

山
やま

城
しろの

守
かみ

 ③　有
あり

馬
ま

能
の

登
との

守
かみ

 ④　鈴
すず

木
き

出
で

羽
わの

守
かみ

（43）女流俳人として知られた千
ち

代
よ

女
じょ

は、1775（安
あん

永
えい

４）年９月８日に 73 歳で没した。辞
じ

世
せい

の句は、

「（　　　）　我
われ

はこの世
よ

を　かしくかな」である。

 ①　月
つき

もみて ②　朝
あさ

日
ひ

みて ③　夕
ゆう

日
ひ

みて ④　つるべみて



5 白山検定入門コース

－ 10 －第４回白山検定－入門－

（58）白山ろくでは、家の居間にあたるオエの間の中心にある囲
い

炉
ろ

裏
り

のことを（　　　）と言う。

 ①　ウチロ ②　ジロ ③　ヒドコ ④　エンナカ

（59）明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

後期頃から石川平野の若者は、一人前の男子として認められるために、（　　　）歳

になると白
はく

山
さん

参
さん

詣
けい

の登山をする慣習が盛んになった。

 ①　13 ②　15 ③　18 ④　20

（60）白山市内の祭りに出る加
か

賀
が

獅
し

子
し

舞
まい

の棒
ぼう

術
じゅつ

を演じる剣士が頭につけるかぶり物を（　　　）と

いう。

 ①　カツラ ②　シャンガ（ン） ③　シラガ ④　ズコカザリ

【６】白山市の建造物、寺社、地理に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切

な語句を選びなさい。

（61）1968（ 昭
しょう

和
わ

43）年に建設された大
だい

日
にち

川
がわ

ダムは、農業用水の供給、洪水調節、発電を目的と

した（　　　）式コンクリートダムである。

 ①　ロックフイル ②　アーチ ③　弓
ゆみ

形
がた

 ④　 重
じゅう

力
りょく

（62）穀倉地帯である手
て

取
どり

川
がわ

扇
せん

状
じょう

地
ち

を潤す七
しち

ケ
か

用
よう

水
すい

のほぼ中央を流れるのが（　　　）用水である。

 ①　郷
ごう

 ②　山
やま

島
じま

 ③　新
しん

砂
すな

川
かわ

 ④　中
なか

島
じま

（63）明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に北
きた

前
まえ

船
ぶね

交
こう

易
えき

で財を成した湊村の熊
くま

田
だ

家の２代源
げん

太
た

郎
ろう

が、収集した１万 3000 冊を超

える蔵書を、好学の士に公開した私立図書館は「（　　　）文
ぶん

庫
こ

」である。

 ①　饒
にぎ

石
し

 ②　加
か

越
えつ

能
のう

 ③　白
はっ

華
か

 ④　呉
くれ

竹
たけ

－ 9－ 第４回白山検定－入門－

【５】白山市の暮らしや方言に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切な語句

を選びなさい。

（51）かつて迷
まい

子
ご

は（　　　）の仕
し

業
わざ

と信じられ、それが嫌
きら

うとされる鯖
さば

の名前を叫ぶまじないが

あった。

 ①　幽
ゆう

霊
れい

 ②　天
てん

狗
ぐ

 ③　鬼
おに

 ④　 貉
むじな

（52）石川平野の方言で「どくしょな人」というのは、「（　　　）な人」という意味である。

 ①　本
ほん

好
ず

き ②　怠
たい

惰
だ

 ③　無
む

情
じょう

 ④　きれい

（53）手取川河口ではハゼ科の「（　　　）」である「スベリ」を獲り、茶碗蒸し、すまし汁、おど

り食いなどで味わう。

 ①　シラウオ ②　シロウオ ③　ワカサギ ④　チリメン

（54）白峰集落には、（　　　）と呼ばれる南北を 縦
じゅう

走
そう

するように整備された生活用水路がある。

 ①　ニンジャ ②　ミンジャ ③　シンジャ ④　オンジャ

（55）新鮮なタラの白
しら

子
こ

を（　　　）と言い、冬の味覚の一つである。

 ①　このわた ②　だだみ ③　べろべろ ④　ほうとう

（56）鶴来地区の伝統料理「ふきの（　　　）」は、塩漬けした野ブキを黒くなるまで炒
い

ったもので、

祭り料理の一種である。

 ①　黒
くろ

炒
い

り ②　楊
よう

枝
じ

炒
い

り ③　釘
くぎ

炒
い

り ④　棒
ぼう

炒
い

り

（57）美川地区の湧水のように、ポンプでくみ上げなくても井戸から自然に湧
わ

き出してくる地下水

のことを（　　　）と呼ぶ。

 ①　被
ひ

圧
あつ

地
ち

下
か

水
すい

 ②　不
ふ

圧
あつ

地
ち

下
か

水
すい

 ③　自
じ

由
ゆう

地
ち

下
か

水
すい

 ④　 宙
ちゅう

水
すい



6 白山検定入門コース

－ 12 －第４回白山検定－入門－

（70）かつてはスキー場が開設されていた獅
し

子
し

吼
く

高
こう

原
げん

は、スカイスポーツのメッカであり、高原カ

フェなども備えた施設は（　　　）獅
し

子
し

吼
く

と呼ばれている。

 ①　レジャーランド ②　リゾート ③　パーク ④　スカイ

【７】白山市の行政や産業、特産物などに関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る

適切な語句を選びなさい。

（71）白山手取川ジオパーク推進協議会は、（　　　）の世界ジオパーク認定に向け 2020（令
れい

和
わ

２）

年 11 月に、日本ジオパーク委員会に申請書を提出した。早ければ 2022（令
れい

和
わ

４）年４月ご

ろ認定される。

 ①　CGMW（世界地質図委員会） ②　IGC（国際地形学会議）

 ③　IGU（国際地理学連合） ④　UNESCO（国際連合教育科学文化機関）

（72）今年１月現在、日本には（　　　）地
ち

域
いき

の世界ジオパーク、日本ジオパークがある。

 ①　23 ②　43 ③　63 ④　83

（73）手取川河口にあった本
もと

吉
よし

湊
みなと

には北
きた

前
まえ

船
ぶね

の中継地として栄えた歴史があり、文化庁は昨年、白

山市を（　　　）「荒波を越えた男たちの夢が紡
つむ

いだ異
い

空
くう

間
かん

～北
きた

前
まえ

船
ぶね

寄
き

港
こう

地
ち

・船
せん

主
しゅ

集
しゅう

落
らく

」に

追加認定した。

 ①　世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

 ②　日
に

本
ほん

遺
い

産
さん

 ③　歴
れき

史
し

遺
い

産
さん

 ④　民
みん

俗
ぞく

遺
い

産
さん

（74）環
かん

白山エリア（富山県 / 南砺市、石川県 / 白山市、福井県 / 大野市・勝山市、岐阜県 / 高山市・

郡上市・白川村）は、エコパークに認定されている。エコパークという制度を作って取り組

んでいる国際組織は（　　　）である。

 ①　IGES（国際生態学センター） ②　INTECOL（国際生態学会議）　　

 ③　IUCN（国際自然保護連合） ④　UNESCO（国際連合教育科学文化機関）

－ 11 － 第４回白山検定－入門－

（64）三宮町に鎮座する白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

の本殿は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

中頃の 1768 ～ 70（明
めい

和
わ

５～７）年頃に、

加賀藩のお抱え大工らによって造営された、三
さん

間
げん

社
しゃ

流
ながれ

造
づくり

・檜
ひ

皮
わだ

葺
ぶ

きの建築で、（　　　）の

有形文化財に指定されている。

 ①　国
くに

 ②　石
いし

川
かわ

県
けん

 ③　白
はく

山
さん

市
し

 ④　ユネスコ

（65）白山ろく 18 カ村総代が願い出て、山頂からの下
げ

山
ざん

仏
ぶつ

は牛
うし

首
くび

村の（　　　）と尾
お

添
ぞう

村に下げ渡

された。

 ①　林
りん

中
ちゅう

寺
じ

 ②　竹
ちく

林
りん

寺
じ

 ③　 松
しょう

岡
こう

寺
じ

 ④　林
りん

西
さい

寺
じ

（66）鶴来日詰町の金
きん

劔
けん

宮
ぐう

参道に面し、白山市指定文化財の（名勝）不
ふ

動
どう

滝
たき

がある。冬季に凍結す

ることもあり不動滝（　　　）と 称
しょう

される。

 ①　夕
ゆう

景
けい

 ②　落
らく

雁
がん

 ③　朝
あさ

霧
ぎり

 ④　 氷
ひょう

柱
ちゅう

（67）真
しん

宗
しゅう

大
おお

谷
たに

派
は

の鶴
つる

来
ぎ

別
べつ

院
いん

にある御
ご

殿
てん

門
もん

は、1957（ 昭
しょう

和
わ

32）年に金沢市の（　　　）周辺整

備の際、撤去された旧加賀藩本多家の門を移築したものである。

 ①　本
ほん

多
だ

の森
もり

 ②　金
かな

沢
ざわ

城
じょう

 ③　広
ひろ

坂
さか

 ④　片
かた

町
まち

（68）白山一里野温泉スキー場から中宮温泉の方向へ約 1.5 キロメートルにあるブナオ山観察舎は、

冬から春にかけて、カモシカや（　　　）の自然の姿を望遠鏡で観察できる全国でも珍しい

施設である。

 ①　トキ ②　コウノトリ ③　ヤマネ ④　ツキノワグマ

（69）手取川が流れる鶴来地区に 1955（ 昭
しょう

和
わ

30）年に架けられた（　　　）は、老朽化が進み、

2012（平
へい

成
せい

24）年、全長 236 メートルの新しい橋に架け替えられた。

 ①　黄
こう

門
もん

橋
ばし

 ②　手
て

取
どり

橋
ばし

 ③　天
てん

狗
ぐ

橋
ばし

 ④　金
きん

太
た

郎
ろう

橋
ばし



7 白山検定入門コース

－ 13 － 第４回白山検定－入門－

（75）市と（　　　）は昨年３月、再生可能エネルギーや電気自動車の利用拡大など８項目で地域

の課題解決に協力するＳ
エス

Ｄ
ディー

Ｇ
ジー

ｓ
ズ

（持続可能な開発目標）に関する県内初の包括連携協定を締

結した。

 ①　ＪＲ西
にし

日
に

本
ほん

 ②　コマツ ③　北
ほく

陸
りく

電
でん

力
りょく

 ④　北
ほく

陸
りく

鉄
てつ

道
どう

（76）2020 年産水
すい

稲
とう

の市町別収穫量で、総
そう

量
りょう

が最も多かったのは白山市の１万 8600 トン、２位

は（　　　）市の１万 5800 トンだった。

 ①　金
かな

沢
ざわ

 ②　小
こ

松
まつ

 ③　加
か

賀
が

 ④　七
なな

尾
お

（77）手取川ダムは県内各地へ上水道や工業用水を送っている。現在、県内水道水の約（　　　）％

を供給している。

 ①　30 ②　40 ③　50 ④　60

（78）コロナ禍
か

で苦しむ全国の商店街を応援するため、白山市のまっとうまちなか商店街がオリジ

ナル曲「（　　　）」の制作に乗りだした。

 ①　アイ・ラブ・マチナカ ②　アイ・ラブ・ハクサン

 ③　アイ・ラブ・ショップ ④　アイ・ラブ・マイタウン

（79）市の移
い

動
どう

図
と

書
しょ

館
かん

の愛称は「（　　　）号
ごう

」である。

 ①　うきうき ②　いきいき ③　のびのび ④　にこにこ

（80）市のコミュニティバスの愛称は「（　　　）」である。

 ①　のせーる ②　まわーる ③　めぐーる ④　はしーる
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